
この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
このモニタアームは組立式になっておりますので、下記の要領で組み立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

モニタアーム（CR-LA201）組立説明書

完成図 組立て部品

インサート×2個

ケーブル受け金具×3個

アーム×1個

使用ネジ

プラスネジA×4本〔M4×8〕

プラスネジB×4本〔M4×12〕

タッピングボルト×2本〔M6.5×38〕

アームを壁に取り付けます。（壁の内部構造により取り付け方法が違います。）1

※壁に芯材が入っている場合
　（石膏ボードの場合は芯材のある場所に合わせて取り付けます）

※コンクリートの壁の場合

ドリルを使い壁に
直径5mm、深さ40mmの
下穴をあけます。

1 アームを取り付けます2 コンクリートドリルを使い
直径8mm、深さ38mmの
下穴をあけます。

1 インサートを埋め込んでから
アームを取り付けます。

2

注）ディスプレイごと脱落する恐れがあります。 壁の剛性を十分に考慮の上で取り付け場所を選択してください。

タッピングボルト〔M6.5×38〕

使用ネジ

タッピングボルト〔M6.5×38〕

使用ネジ

127mm

ドリル

壁

アーム

タッピングボルト

アーム

タッピングボルト

インサート

127mm

コンクリートドリル

壁

★用意していただくもの・・・プラスドライバー、マイナスドライバー
手袋（組み立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください。）

※プラスネジCはあらかじめ
　アームに付いています。

プラスネジC×3本〔M6×20〕



※ディスプレイに取り付ける際のネジはディスプレイのネジ穴にあわせてプラスネジA又は
　プラスネジBのいずれかをご使用ください。

ディスプレイをアームに取り付けます。2

※ネジ穴ピッチ75mm×75mmの場合 ※ネジ穴ピッチ100mm×100mmの場合
ディスプレイ ディスプレイ

ブラケット ブラケット

アーム アーム

プラスネジ

使用ネジ

※ディスプレイ後ろ面のネジ穴を利用し、
　ブラケットに取り付けます。

※ディスプレイ後ろ面のネジ穴を利用し、
　ブラケットに取り付けます。

プラスネジA〔M4×8〕

プラスネジB〔M4×12〕

100

100

使用ネジ

プラスネジA〔M4×8〕

プラスネジB〔M4×12〕

75

75

プラスネジ

60°

ケーブルをケーブル受け金具で止めて完成です。3

※ケーブル受け金具をケーブルに巻き付けます。

使用ネジ

ケーブル

ケーブル
受け金具 プラスネジC

※プラスネジCはあらかじめ
　アームに付いています。

各部の調整方法及び可動範囲

アームとブラケットの動き方

ブラケット

ブラケット

アーム

アーム

ブラケット

180°

180°

340°

ブラケット

360°

60°

キャップ

マイナス
ドライバー

プラス
ドライバー

アームの動きが軽すぎる場合、マイナスドライ
バーでキャップをはずし、プラスドライバーで
ネジを締め付けて調節します。

重くなる 軽くなる

ブラケットのネジをゆるめる
とボールジョイントの動きが
軽くなり、締めると重くなり
ます。

プラスネジC〔M6×20〕



安全の為に注意していただく点

本製品を、振動のある所に置くのは避けてください。

8Kgを越えるディスプレイは取り付けないでください。

アーム部に物を置かないでください。

室温の元で操作してください。

厚さ50mm以上の壁面へ取り付けてください。

剛性の弱い壁に取り付けた場合、ディスプレイごと脱落することがありますので、
取り付ける壁の剛性を十分に考慮の上で取り付け場所を選択してください。

以上の点に注意して取り扱ってください。

手前手前

可動部分で指をはさまない様に
お気をつけください。

手前

ディスプレイ

ブラケット

アーム

プラスネジ

ディスプレイは4つのプラスネジで
しっかりと固定してください。

その他・・・

ディスプレイの調整は必ず両手で行って、
片手での使用はおやめください。

キャップ以外の物を取り外さないで
ください。

キャップ
取り外しOK

キャップ
取り外しOK
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